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一次元熱弾性方程式系:

(TE)

utt − a(ux, θ)uxx + b(ux, θ)θx = 0,

c(ux, θ)θt − d(θ)θxx − b(ux, θ)utx = 0, (t, x) ∈ (0,∞)× (0, L),

の初期値境界値条件について考察する. 簡単のため, 境界条件は次のものを考える;

ux(t, 0) = ux(t, L) = θ(t, 0) = θ(t, L) = 0 t ∈ [0,∞), (BC)

u(0, ·) = u0, ut(0, ·) = v0, θ(0, ·) = θ0 x ∈ (0, L), (IC)

非線形項 a, b, cは次の条件を満たすものとする

a, b, c, d ∈ C3, 0 < γ0 ≤ a, |b|, c, d ≤ γ1 < ∞, (1)

微分方程式の何らかの構造を引き継ぐような数値解法を構造保存型数値解法という. 本

講演では, (TE)に対してエネルギー保存則とエントロピー増大則の両方を引き継ぐ構造

保存型有限差分スキームを導出し, その誤差評価・解の存在といった解析を行うことが

目的である.

講演中に紹介する参考文献は以下の通りである.
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